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環境の分野でご活躍されて
いる方々に感謝状を贈呈
環境の分野でご活躍されて
いる方々に感謝状を贈呈

プラスチック製容器包装
このマークが目印です⇒ 
プラスチック製容器包装
このマークが目印です⇒ 
プラスチック製容器包装とは、商品を入れたり、包んだりするために使わ
れているプラスチック製の「容器」や「包装」などのことをいいます。

こんなものは出せません！
・プラマークが無いもの、プラマークがあっても汚れているものは出せません。
  →燃やすごみの日に出してください。
・プラスチックで出来ているものでも金属類などが一体化して取れないものは
  →燃やさないごみの日に出してください。
  限りある資源を有効に活用するため、分別にご協力をお願いします。

●問合せ先　中央清掃事務所清掃事業係　☎（３５６２）１５２３

ごみ・資源の
ふれあい収集のお知らせ
ごみ・資源の
ふれあい収集のお知らせ
　ごみや資源を自分で出せない高齢者などに対して、職員が玄関先ま
で訪問して収集する「ふれあい収集」を実施しています。
　その際、ご要望に応じて声かけなどの安否確認も行います。

利用できる方
・ごみや資源を自分で集積所に運び出すことが困難で、身近な人の協力を得る
ことができない障害のある方や６５歳以上の高齢者のみの世帯。
　利用にあたっては事前の申込みが必要です。詳しくは中央清掃事務所までお
問合せください。
●問合せ先　中央清掃事務所作業係　☎（３５６２）１５２１

「緑化のパンフレットを
  作成しました」

「緑化のパンフレットを
  作成しました」
　区では、花と緑に囲まれた健康で快適な生活環
境の確保、また区内の緑の総量を増やすため、民間
施設の緑化を推進しています。また、民間施設の緑
化に必要な経費の一部を助成する制度を設けてい
ます。
（助成対象）
・新たに緑化する地上部や屋上・壁面の緑化事業
（上限２００万円まで）
・幹回り１２０㎝以上の樹木の保護育成（１本１万円、
上限１０万円まで）
※区で定めた基準を満たしていることが条件です。
詳しくはお問合せください。

　このたび、緑化普及啓発用のパンフレット「緑化助成の手引き～みんなで緑を
増やそう～」を作成しました。区内民間施設の緑化の好事例や助成制度などを紹
介しています。
　区役所７階の窓口、各出張所等で配布していますので、ぜひご覧ください。

●問合せ先　水とみどりの課　緑化推進係　☎（３５４６）５６２９

月島第二児童公園
　　　　　　　　 を
開催しました

月島第二児童公園
　　　　　　　　 を
開催しました
　家庭で不用になった衣類や雑貨などの再使用（リユース）を促進するため、９
月28日（土）に月島第二児童公園でフリーマーケットを開催しました。今年も、天
候に恵まれた中、午前10時から午後3時まで、終日家族連れなど多くの人でにぎ
わいました。
　会場には66の店舗が並び、衣類、アクセサリー、雑貨、ぬいぐるみ、おもちゃな
どさまざまな品物が販売され、また、粗大ごみの中からまだ使えるものを修理し、
抽選のうえ無料で提供する「ごみの中からこんなもの展」も大人気で、抽選時に
は、結果を心待ちにする人たちでにぎわい、歓喜と落胆の声が飛び交いました。
　フリーマーケットを通じて、ご出店いただいた方にもご来場いただいた方にも、
楽しみながら「リユース」していただけたと思います。今年度はもう開催予定はあ

りませんが、今後、開催する際には区のお
しらせなどでお知らせしていきます。
　今後とも、３R（リデュース、リユース、リサ
イクル）推進に、ご協力お願いします。

●問合せ先
　環境推進課　環境活動係
　☎（３５４６）9592

第10回目を迎えました！第10回目を迎えました！

「子どもとためす環境まつり」「子どもとためす環境まつり」
　11月2日(土)、月島第三小学校にて「子どもとた
めす環境まつり」が開催されました。中央区環境
保全ネットワーク主催のこのイベントは、地域の
皆さまをはじめ、企業や団体、学生たちの協力を
得て、未来を担う子どもたちに「環境への気づき」

を促す体験学習の場を提供するものです。10回目を迎えた今年は、41もの企
業・団体が参加。メイン会場となった体育館の入り口には、中央区環境保全ネッ
トワークによる「子どもとためす環境まつり」
10年の歩みの展示パネルと「蜜蝋キャンドル
つくり」のブースがあり、多くの方が足を止め
ておられました。他にも中央区のブースを始
め、19団体それぞれの特性を生かしたブース
が体育館内に立ち並び、子どもから大人まで
楽しむ様子がうかがえました。
　また、屋内だけでなく屋外出展にも活気があふれ、「白バイ展示」や「究極のエ

コカー“人力車”に乗ってみよう」のコーナー
では、普段触れることのない乗り物を体験で
き、訪れた方々には笑顔が絶えませんでした。
　第５回目より始まった、子どもたちがブース
のお手伝いをする「サーモンプロジェクト」の
活動も、今やすっかりおなじみになっていま
す。大人と子どもが同じスタッフとして活動を
共にすることで、大切なコミュニケーションが
しっかりと育まれたに違いありません。
　参加者はスタンプラリーマップを手に会場
いっぱいに設けられたブースをひとつひとつ
まわり、スタッフの説明に耳を傾け、自ら体験
することで、環境に対する意識を高められた
ことでしょう。

●問合せ先　環境推進課　環境活動係　☎（３５４６）9592

　日頃から地域での資源回収や清掃活動にご尽力いただいている方および団体、
ならびに事業系一般廃棄物の再利用等に積極的に取り組んでいる区内の事業所に
対して、12月10日（火）に感謝状を贈呈しました。
　贈呈式の後には「～江戸前の海を取り戻せ！～ みんなで良くする東京湾」と題し
て、NPO法人 海辺つくり研究会 理事 木村尚氏による環境講演会を開催し、多くの
方にご参加いただきました。
　受賞された方および団体は以下のとおりです。（敬称略）

 

●問合せ先　①④中央清掃事務所清掃事業係　　　☎（３５６２）１５２３
　　　　　　②③環境推進課環境活動係　　　　　☎（３５４６）５４０３
　　　　　　環境講演会　環境推進課環境活動係　☎（３５４６）5654

②地域クリーン活動ボランティア（４人）
　●武田　章
　●桑原　孝
　●田中　おきの
　●田中　暁良
④事業用大規模建築物所有者等（２事業者）
　●株式会社電通テック
　●柳屋ビルディング株式会社

①リサイクル活動団体（３団体）
　 ●新川二丁目越一婦人会
　 ●東日本橋二丁目町会
　 ●晴海幼稚園PTA

 ③地域クリーン活動団体（3団体）
　 ●大伝馬町一之部町会
　 ●堀留町一丁目町会
　 ●ファミリークラブ
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環境情報センター　平成 26年 1月～ 3月　イベント一覧

●1～2 月の講座の申込みは、1 月 4 日（土）午前 9 時、3 月の講座は 2 月 1 日（土）午前 9 時から受付開始です。（申込不要のものを除く）　　●申込み先　環境情報センター　TEL 03－6225－2433

日　時　　　　　　　　　　   タイトル　　　　　　　　　　　　　　　  内　容　　　　　　　　　    講　師　　　　　対　象　　　　　定　員

  1 月 26 日（日）

  2 月    2 日（日）

  2 月    9 日（日）

  2 月 15 日（土）

  3 月    2 日（日）

  3 月 23 日（日）

午後 2 時～ 3 時 30 分

午後 2 時～ 3 時 30 分

午後 2 時～ 3 時 30 分

午前 10 時～正午

午後 2 時～ 3 時 30 分

午前 10 時～午後 4 時

日本の空を見てみよう

都会の身近な鳥たちのくらし

漁師の目から見た東京湾

中央区環境団体の環境活動発表会

宇宙への招待  ～宇宙の成り立ちと青い地球～

上達！自然観察とデジカメ撮影

気象予報士が、天気や四季の移り変わり、異常気象などについて
分かりやすく説明します。
都会のスズメやツバメについて野鳥を研究する専門家が楽しく鳥
のくらしについて話します。
昔と比べて環境が良くなりつつある東京湾。東京湾の漁師が、漁やの
り養殖などの実体験を交えながら、東京湾の環境について話します。

環境情報センターに登録している環境団体の活動の発表会です。

宇宙の構成と地球の環境について、映像と音楽を融合させて、宙
先（そらさき）案内人が楽しく解説します。
デジカメで動植物や自然風景をうまく撮影するコツを、自然写真
専門のプロカメラマンが教えるデジカメ撮影上達講座

どなたでも

どなたでも

どなたでも

どなたでも

どなたでも

区内在住・在学・在勤者
※当日デジタルカメラを持参できる方に限ります。

先着 20 名

先着 20 名

先着 20 名

90 名程度
申込不要

先着 20 名

先着 20 名

大島　正幸

柴田　佳秀

金萬　智男

―

高橋  真理子

未定

●
問
合
せ
先

環
境
情
報
セ
ン
タ
ー

☎（
６
２
２
５
）２
４
３
３

Ｈ
Ｐ
　http://eic-chuo.jp

環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
を
活
用
中
！

環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
を
活
用
中
！
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入
選
者
の
お
知
ら
せ

入
選
者
の
お
知
ら
せ

ポ
ス
タ
ー
部
門

ポ
ス
タ
ー
部
門

標
語
部
門

標
語
部
門

環
境
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

環
境
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

「
お
米
を
作
り
ま
し
た
」

「
お
米
を
作
り
ま
し
た
」

　
中
央
区
で
は
、
区
内
小
・
中
学
校
の

児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
に
、
環
境
に
つ
い

て
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

「
環
境
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
、標
語
１
，０
７
７
点
、

ポ
ス
タ
ー
１
，
１
７
５
点
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
次
の
方
が
最
優
秀
・

優
秀
作
品
と
し
て
入
賞
し
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
環
境
カ
レ

ン
ダ
ー
や
環
境
月
間
ポ
ス
タ
ー
な
ど
に
活

用
し
て
い
き
ま
す
。

入
選
者
（
敬
称
略
）

最
優
秀
作
品
（
２
名
）

　
久
松
小
　
　
１
年
　
森
田
　
絢
子

　
銀
座
中
　
　
３
年
　
松
村
　
由
聖

優
秀
作
品
（
５
名
）

　
京
橋
築
地
小
１
年
　
中
川
　
　
験

　
阪
本
小
　
　
１
年
　
山
下
　
朗
南

　
阪
本
小
　
　
２
年
　
川
瀬
　
奨
真

　
豊
海
小
　
　
２
年
　
楠
　
　
弥
生

　
日
本
橋
中
　
２
年
　
大
瀧
　
知
佳

最
優
秀
作
品
（
２
名
）

　
久
松
小
　
　
６
年
　
若
松
　
す
み
れ

　
日
本
橋
中
　
２
年
　
鴨
下
　
映
介

優
秀
作
品
（
８
名
）

　
京
橋
築
地
小
１
年
　
上
村
　
花
笑

　
久
松
小
　
　
１
年
　
春
本
　
想
輔

　
豊
海
小
　
　
１
年
　
福
本
　
寧
々
花

　
泰
明
小
　
　
３
年
　
笹
村
　
初
音

　
城
東
小
　
　
４
年
　
茂
木
　
福
京

　
常
盤
小
　
　
５
年
　
田
中
　
舜
也

　
有
馬
小
　
　
５
年
　
大
塚
　
秀
蔵

　
晴
海
中
　
　
２
年
　
飯
田
　
麻
衣

　
ま
た
、
佳
作
と
し
て
、
標
語
部
門
で
小

学
生
22
名
、
中
学
生
11
名
、
ポ
ス
タ
ー

部
門
で
小
学
生
43
名
、
中
学
生
７
名
が

入
選
し
ま
し
た
。

一
．
田
植
え

　
平
成
25
年
５
月
16
日
、
晴
海
ト
リ
ト
ン

ス
ク
エ
ア
　
サ
ウ
ス
ト
リ
ト
ン
パ
ー
ク
お
よ

び
晴
海
第
三
公
園
に
お
い
て
、
晴
海
連
合

町
会
、
株
式
会
社
晴
海
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
協
力
の
も
と
、
月
島
第
三
小
学
校
の

児
童
（
５
年
生
54
名
）
が
田
植
え
を
行
い

ま
し
た
。

　
田
植
え
を
す
る
前
の
事
前
準
備
と
し

て
、
縦
２
ｍ×

横
１
ｍ×

深
さ
30
㎝
の
プ

ラ
ン
タ
ー
に
粘
土
を
入
れ
、
耕
し
な
が
ら

元
肥
と
な
る
肥
料（
堆
肥
）を
ば
ら
ま
き
、

土
壌
に
す
き
込
み
ま
し
た
。
ま
た
、
水
は

水
位
を
自
動
で
調
整
で
き
る
調
水
器
を

各
プ
ラ
ン
タ
ー
に
取
り
付
け
ま
し
た
。

　
今
回
植
え
付
け
た
苗
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ

と
初
星
（
は
つ
ぼ
し
）
を
両
親
と
し
て
、

平
成
３
年
に
誕
生
し
た
「
ひ
と
め
ぼ
れ
」

で
す
。
味
と
か
お
り
が
良
く
、
ね
ば
り
が

強
い
お
米
で
す
。

　
苗
を
３
〜
５
本
く
ら
い
に
ま
と
め
、
指

で
や
さ
し
く
持
ち
、
と
な
り
の
苗
と
15
㎝

ぐ
ら
い
の
間
隔
を
あ
け
、
約
５
㎝
の
深
さ

に
植
え
ま
す
。
そ
の
後
、
稲
を
植
え
付
け

た
プ
ラ
ン
タ
ー
の
中
へ
ボ
ウ
フ
ラ
（
蚊
）

の
発
生
を
抑
制
す
る
た
め
、
児
童
に
メ
ダ

カ
を
放
流
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
普
段
あ
ま
り
体
験
で
き
な
い
田
植
え
を
体

験
し
た
児
童
達
も
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

二
．
生
育

　
田
植
え
の
あ
と
、
苗
か
ら
新
し
い
根
が

出
る
ま
で
は
５
日
か
ら
１
週
間
く
ら
い
か

か
り
ま
す
。
植
え
付
け
直
後
は
、
新
し
い

根
が
出
る
の
を
助
け
る
た
め
、
し
ば
ら
く

の
間
は
、
田
ん
ぼ
の
水
を
や
や
深
め
（
５

㎝
程
度
）
に
し
て
、
寒
さ
や
風
か
ら
苗
を

守
り
ま
す
。
そ
の
後
、
高
温
が
続
く
時
期

な
ど
は
水
位
を
１
㎝
〜
２
㎝
ほ
ど
に
す
る

な
ど
こ
ま
め
に
水
位
の
調
整
を
行
い
ま
し

た
。

　
６
月
下
旬
　
稲
の
葉
先
が
少
し
枯
れ
る

症
状
が
観
察
さ
れ
ま
し
た
。
対
策
と
し
て

水
位
を
一
時
的
に
低
く
し
、
土
の
中
に
酸

素
を
供
給
し
た
上
で
、
根
の
活
力
を
回
復

さ
せ
ま
し
た
。

　
７
月
中
旬
　
水
位
を
調
整
し
た
結
果
、

稲
の
株
か
ら
白
く
細
い
根
が
地
表
に
現
れ

る
よ
う
に
な
り
、
葉
先
も
健
全
な
状
態
に

回
復
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
更
な
る

成
長
を
促
す
た
め
、

有
機
系
の
肥
料
（
油

粕
）
を
追
肥
し
ま

し
た
。

　
７
月
下
旬
　
稲

は
順
調
に
生
育
し
、

苗
は
10
〜
15
本
程

に
枝
分
か
れ
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
８
月
上
旬
　
２
回
目
の
追
肥
を
行
い
ま

し
た
。
多
数
の
穂
が
出
て
き
ま
し
た
。

　
８
月
中
旬
　
ス
ズ
メ
か
ら
稲
を
守
る
た

め
、
プ
ラ
ン
タ
ー
全
面
を
覆
う
よ
う
に

ネ
ッ
ト
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
９
月
初
旬
　
稲
の
生
育
は
順
調
で
、

稲
穂
全
体
の
７
、
８
割
が
垂
れ
下
が
り
ま

し
た
。

　
９
月
中
旬
　
台
風
１８
号
が
日
本
列
島

を
縦
断
し
、
晴
海
地
区
も
強
風
や
大
雨

に
な
り
ま
し
た
が
稲
は
無
事
で
し
た
。

三
．
稲
刈
り

　
９
月
25
日
、
田
植
え
を
し
た
月
島
第

三
小
学
校
の
児
童
が
稲
刈
り
を
行
い
ま
し

た
。
１
束
毎
に
玉
縄
で
縛
り
、
用
意
し
た

は
せ
掛
け
の
竿
に
稲
を
吊
る
し
、
約
１
〜

２
週
間
天
日
干
し
に
し
ま
す
。
乾
燥
す
る

ま
で
し
っ
か
り
干
し
ま
す
が
、
目
安
と
し

て
は
ワ
ラ
が
薄
茶
色
に
な
る
ま
で
乾
か
し

ま
す
。

四
．
脱
穀
・
精
米

　
干
し
終
え
た
稲
を
収
集
し
、
脱
穀
↓

籾
摺
り
（
も
み
す
り
）↓
玄
米
↓
精
米
の

工
程
を
経
て
、
お
米
に
仕
上
げ
、
小
学
校

に
届
け
ま
し
た
。

　
今
回
は
プ
ラ
ン
タ
ー
で
の
お
米
作
り
で

し
た
が
、
将

来
は
実
際
に

あ
る
土
を
掘

り
返
し
て
、

水
田
を
作

り
、
お
米
が

作
れ
た
ら
と

構
想
は
膨
ら

み
ま
す
。

●
問
合
せ
先

水
と
み
ど
り
の
課
　
緑
化
推
進
係

☎（
3
5
4
6
）5
4
3
4

中
央
エ
コ
ア
ク
ト
（
家
庭
用
）

参
加
者
に
「
省
エ
ネ
ナ
ビ
」

貸
し
出
し
中
！

中
央
エ
コ
ア
ク
ト
（
家
庭
用
）

参
加
者
に
「
省
エ
ネ
ナ
ビ
」

貸
し
出
し
中
！

　
区
で
は
、
中
央
エ
コ
ア
ク
ト
家
庭

用
に
参
加
す
る
区
民
の
方
を
対
象
に

省
エ
ネ
ナ
ビ
を
２
か
月
間
、
無
料
で

貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　
省
エ
ネ
ナ
ビ
と
は
、
家
庭
の
分
電

盤
に
測
定
器
を
取
り
付
け
る
だ
け

で
、
現
在
の
電
気
使
用
量
や
CO2
排
出

量
を
常
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

機
器
で
す
。

中
央
エ
コ
ア
ク
ト
家
庭
用
と
は

　
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
、

CO2
削
減
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
選

択
し
、
実
践
し
て
い
く
シ
ス
テ
ム
で

す
。
２
か
月
間
取
り
組
み
を
続
け
、

環
境
検
定
に
合
格
す
る
と
、
区
か
ら

認
証
を
受
け
、
特
典
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
気
軽
に
取
り
組
め
て

　
常
に
節
電
を
意
識
で
き
る

　
隅
田
川
に
面
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
に
お

住
ま
い
の
吉
田
理
都
子
さ
ん
は
、
夏

休
み
の
子
ど
も
向
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
参
加
し
よ
う
と
環
境
情
報
セ
ン

タ
ー
を
訪
れ
た
際
、
省
エ
ネ
ナ
ビ
の

活
用
に
関
心
を
抱
い
た
と
言
い
ま
す
。

　「
う
ち
は
日
当
り
が
良
く
、
川
面
の

照
り
返
し
も
強
い
の
か
部
屋
が
暑
く

な
り
す
ぎ
て
、
夏
は
エ
ア
コ
ン
が
効
か

な
い
く
ら
い
。

電
気
料
金
も

気
に
な
っ
て

い
た
と
こ
ろ
、

中
央
エ
コ
ア

ク
ト
を
知

り
、
日
常
生

活
の
中
で
、

節
電
や
省
エ

ネ
に
取
り
組

む
良
い
き
っ
か
け
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
と
思
っ
て
省
エ
ネ
ナ
ビ
を
借
り
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。」

　
玄
関
に
設
置
す
る
こ
と
で
、
電
気

使
用
量
の
表
示
が
毎
日
自
然
と
目
に

入
り
、
日
々
の
変
化
は
グ
ラ
フ
で
一
目

瞭
然
。
こ
の
気
楽
さ
が
、
節
電
意
識

の
維
持
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　「
お
か
げ
で
こ
の
夏
は
、
キ
ッ
チ
ン

が
高
温
に
な
ら
な
い
よ
う
、
電
子
レ
ン

ジ
や
炊
飯
器
を
活
用
し
て
ガ
ス
の
使

用
を
控
え
た
り
、
日
中
に
洗
濯
物
の

水
蒸
気
が
室
内
に
流
れ
込
み
、
湿
度

が
あ
が
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
夕

方
に
洗
濯
物
を
干
し
た
り
し
て
、
エ

ア
コ
ン
の
使
用
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
気
温
も
下
が
っ
て
き
て
か
ら

は
、
電
源
プ
ラ
グ
も
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら

抜
い
て
い
ま
す
。

　
頑
張
っ
て
節
電
し
た
結
果
が
す
ぐ

に
わ
か
る
か
ら
や
る
気
も
で
ま
す
。

省
エ
ネ
ナ
ビ
の
設
置
期
間
と
、
昨
年

の
同
じ
期
間
と
の
電
気
使
用
量
の
比

較
も
楽
し
み
で
す
。」
と
語
り
ま
す
。

　「
水
や
電
気
を
大
事
に
使
お
う
と
い

う
気
持
ち
が
５
歳
の
息
子
に
も
芽
生

え
た
よ
う
で
、
夫
が
テ
レ
ビ
を
消
し

忘
れ
た
り
、
水
を
出
し
っ
放
し
の
時

に
は
ち
ゃ
ん
と
注
意
し
て
い
る
ん
で
す

よ
。」

　
日
々
の
小
さ
な
心
が
け
が

　
省
エ
ネ
生
活
へ
の
第
一
歩

　
他
に
も
、
省
エ
ネ
に
つ
な
が
る
工
夫
を

試
み
て
い
る
吉
田
さ
ん
。

　「
中
央
エ
コ
ア
ク
ト
の
デ
ィ
リ
ー
チ
ェ
ッ

ク
表
に
　“産
地
の
近
い
も
の
を
買
う
”　と

い
う
項
目
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
加
え

て
　“旬
の
物
を
食
べ
よ
う
”　と
心
が
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ハ
ウ
ス
栽
培
や
流

通
に
か
か
る
コ
ス
ト
を
考
え
た
ら
、
た
と

え
ば
冬
に
無
理
し
て
夏
野
菜
を
摂
ら
な
く

て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
身
近
な
旬
の

食
材
を
お
い
し
く
食
べ
る
ほ
う
が
体
に
も

い
い
は
ず
だ
と
思
え
て
き
た
の
で
す
。」

　
大
掛
か
り
な
こ
と
は
で
き
な
く
て
も
、

日
常
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
が
エ
コ
に
つ

な
が
り
、
そ
れ
が
社
会
全
体
の
当
た
り
前

と
な
る
の
が
望
ま
し
い
と
、
省
エ
ネ
意
識

が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

公
園
・
花
壇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

公
園
・
花
壇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

緑
の
ア
ダ
プ
ト
制
度

　
緑
の
ア
ダ
プ
ト
制
度
と
は

　
中
央
区
在
住
・
在
勤
者
を
対
象
と
し

て
、
公
園
内
の
一
部
や
花
咲
く
街
角
の
花

壇
な
ど
の
管
理
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た

だ
く
制
度
で
す
。

　
今
回
は
、
浜
町
公
園
の
ビ
オ
ト
ー
プ
の

管
理
を
し
て
い
る「
中
央
区
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
ク
ラ
ブ
」
の
方
々
を
訪
問
し
ま
し

た
。

■
自
然
を
再
現
し
て
、

　身
近
な
と
こ
ろ
に
野
鳥
を
呼
ぼ
う
。

　
中
央
区
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ク
ラ
ブ

の
ビ
オ
ト
ー
プ
の
活
動
は
４
年
前
、
中
央

区
で
整
備
し
た
ビ
オ
ト
ー
プ
に
、
昆
虫
や

野
鳥
が
く
る
こ
と
を
目
標
に
始
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
石
川
さ

ん
を
中
心
に
、
当
初
は
男
性
４
名
、
女

性
１
名
の
５
名
で
始
め
、
１
年
も
た
た
な

い
う
ち
に
人
数
も
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

　「
最
初
は
毎
週
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現

在
は
第
１
・
３
土
曜
日
午
後
２
時
頃
か

ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
初
め
は
道
具
も
自

前
で
用
意
し
ま
し
た
。
基
本
的
な
こ
と
か

ら
見
直
し
て
、
池
を
掘
り
返
し
て
き
れ
い

に
し
た
り
、
周
り
の
雑
草
取
り
や
、
昆
虫

や
蝶
の
た
め
食
草
や
樹
木
を
植
え
た
り
し

て
い
ま
す
。
自
然
の
生
き
物
が
棲
み
や
す

い
風
通
し
の
良
い
場
所
を
作
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た

め
、
夏
場

は
毎
日
の

よ
う
に
水

や
り
を
行

わ
な
い
と

草
木
が
枯

れ
て
し
ま

い
ま
す
の

で
大
変
で

す
。
休
み

の
日
な
ど
は
家
族
連
れ
や
子
ど
も
た
ち
が

友
達
と
一
緒
に
ビ
オ
ト
ー
プ
を
訪
れ
、
興

味
深
げ
に
蝶
や
虫
を
見
て
い
ま
す
。」
と

う
れ
し
そ
う
に
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

■
続
け
て
い
く
こ
と
で
、
次
の
世
代
に
、

　命
の
大
切
さ
、
自
然
の
素
晴
ら
し
さ

　を
伝
え
た
い
。

　「
活
動
を
す
る
こ
と
で
、
昆
虫
・
野
鳥
・

草
花
の
共
生
の
た
め
に
色
々
と
学
び
ま
し

た
。
人
に
と
っ
て
は
雑
草
に
見
え
る
も
の

で
も
、
昆
虫
に
と
っ
て
は
食
草
で
あ
っ
た

り
、
樹
木
に
寄
っ
て
来
る
蝶
や
昆
虫
な
ど

が
違
っ
た
り
し
ま
す
。
次
世
代
の
た
め
に

伝
え
た
い
こ
と
や
行
い
た
い
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。」

　「
こ
う
し
た
土
や
自
然
に
触
れ
合
え
る

機
会
を
頂
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。
自
分
た

ち
で
育
て
て
い
る
成
果
が
感
じ
ら
れ
る
の

が
喜
び
で
す
。」
と
、
メ
ン
バ
ー
の
久
保
田

さ
ん
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
近
く
に
い
ら
し
た
方
や
興
味
の
あ
る
方

は
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
け
れ
ば
、
と

思
い
ま
す
。

●
問
合
せ
先

水
と
み
ど
り
の
課
　
緑
化
推
進
係

☎（
3
5
4
6
）5
4
3
4

浜
町
公
園
／

　中
央
区
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ク
ラ
ブ

●
問
合
せ
先
　
環
境
推
進
課

　
温
暖
化
対
策
推
進
係

　
☎（
３
５
4
6
）5
4
0
6

中央区の森中央区の森 ニュース！ニュース！

●
問
合
せ
先

　
環
境
推
進
課
　
環
境
活
動
係

　
☎（
３
５
4
6
）5
6
5
4

は
温
泉
施
設
や
龍
神
の
滝
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ハ
イ
キ
ン
グ
に
出
か
け
大
羽

根
山
山
頂(

9
9
2
m)

か
ら
の
景
色

を
望
み
、
温
泉
で
汗
を
流
す
な
ど
の

楽
し
み
方
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
散

策
ル
ー
ト
な
ど
の
情
報
が
盛
り
だ
く

さ
ん
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
区
役
所
７

階
窓
口
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。
春
が
来
た
ら
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を

手
に
「
中
央
区
の
森
」
へ
出
か
け
て

み
ま
せ
ん
か
？

　
中
央
区
で
は
「
中
央
区
の
森
親
子

自
然
体
験
ツ
ア
ー
」
の
ほ
か
に
年
に

２
回
、
区
民
や
在
学
者
・
在
勤
者
向

け
に
「
中
央
区
の
森
体
験
ツ
ア
ー
」

を
開
催
し
て
お
り
、
間
伐
等
の
森
林

保
全
活
動
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆
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●
問
合
せ
先

環
境
推
進
課
　
環
境
活
動
係

☎（
3
5
4
6
）5
4
0
3

▲省エネナビ

▲中央区の森親子自然体験ツアーの様子

▲石川さん

▲大羽根山山頂 ▲炭焼き小屋

▲ガイドマップ配布中！ ▲中央区の森 (数馬地区 )ハイキングマップ・交通案内

▲コンセントから抜いたエアコンの電源プラグ

▲ディリーチェック表

〈小学生の部　最優秀賞〉 
久松小学校 6 年　若松　すみれさんの作品

〈中学生の部　最優秀賞〉 
日本橋中学校 2 年　鴨下　映介さんの作品

　
森
林
は
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な

る
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
す
る
大
切
な
役

割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
森
林
を
荒

廃
か
ら
守
り
育
て
る
た
め
に
、
中
央
区

で
は
、
平
成
18
年
度
よ
り
、
東
京
都
西

多
摩
郡
檜
原
村
に
あ
る
森
林
を
、
地
球

温
暖
化
防
止
対
策
と
し
て
活
用
し
た
「
中

央
区
の
森
」
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　「
中
央
区
の
森
」
事
業
は
、
檜
原
村

数
馬
地
区
の
　
ha
と
い
う
規
模
か
ら
始

ま
り
、
現
在
で
は
檜
原
村
南
郷
地
区
を

合
わ
せ
た
２
地
区
、
42.
３
ha
に
広
が
り

ま
し
た
。
南
郷
地
区
で
は
、
手
入
れ
の

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
人
工
林
を
自
然
豊

か
な
広
葉
樹
林
へ
復
元
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
、
平
成
２４
年
度
か
ら
森
林
保
全

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　中
央
区
の
森
親
子
自
然
体
験

　ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
！

　
平
成
25
年
7
月
27
日
（
土
）、
区

内
の
小
学
生
と
保
護
者
を
対
象
に

「
中
央
区
の
森
親
子
自
然
体
験
ツ

ア
ー
」
を
開
催
し
、
親
子
計
32
名
が

檜
原
村
で
自
然
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

午
前
中
に
檜
原
村
教
育
の
森
で
川
遊

び
を
行
い
、
午
後
は
中
央
区
の
森(

数

馬
地
区)

に
お
い
て
間
伐
作
業
の
見

学
や
間
伐
材
の
丸
太
切
り
体
験
を
行

い
ま
し
た
。
参
加
者
の
方
々
か
ら
は
、

「
川
の
水
が
冷
た
い
！
」「
生
き
物
が

い
っ
ぱ
い
い
た
。」「
子
ど
も
と
一
緒
に

自
然
体
験
が
で
き
、
良
い
思
い
出
と

な
っ
た
。」
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　中
央
区
の
森
に
行
っ
て
み
よ
う
！

　
中
央
区
の
森(

数
馬
地
区)
は
登

山
道
に
接
し
て
お
り
、
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
豊
か

な
自
然
な
ら
で
は
の
動
植
物
や
ぬ
た

場(

動
物
の
水
場)

、
炭
焼
き
小
屋

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
周
辺
に

〈小学生の部　最優秀賞〉 
久松小学校1年　森田　絢子さんの作品

〈中学生の部　最優秀賞〉 
銀座中学校 3 年　松村　由聖さんの作品

ぱ
っ
と
け
す

　

　
　わ
た
し
が
わ
が
や
の

　

　
　
　
　で
ん
き
ば
ん

さ
あ
や
ろ
う

　

　江
戸
か
ら
受
け
継
ぎ

　

　
　再
利
用

3.5
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入
選
者
の
お
知
ら
せ

入
選
者
の
お
知
ら
せ

ポ
ス
タ
ー
部
門

ポ
ス
タ
ー
部
門

標
語
部
門

標
語
部
門

環
境
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

環
境
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

「
お
米
を
作
り
ま
し
た
」

「
お
米
を
作
り
ま
し
た
」

　
中
央
区
で
は
、
区
内
小
・
中
学
校
の

児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
に
、
環
境
に
つ
い

て
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

「
環
境
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
、標
語
１
，０
７
７
点
、

ポ
ス
タ
ー
１
，
１
７
５
点
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
次
の
方
が
最
優
秀
・

優
秀
作
品
と
し
て
入
賞
し
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
環
境
カ
レ

ン
ダ
ー
や
環
境
月
間
ポ
ス
タ
ー
な
ど
に
活

用
し
て
い
き
ま
す
。

入
選
者
（
敬
称
略
）

最
優
秀
作
品
（
２
名
）

　
久
松
小
　
　
１
年
　
森
田
　
絢
子

　
銀
座
中
　
　
３
年
　
松
村
　
由
聖

優
秀
作
品
（
５
名
）

　
京
橋
築
地
小
１
年
　
中
川
　
　
験

　
阪
本
小
　
　
１
年
　
山
下
　
朗
南

　
阪
本
小
　
　
２
年
　
川
瀬
　
奨
真

　
豊
海
小
　
　
２
年
　
楠
　
　
弥
生

　
日
本
橋
中
　
２
年
　
大
瀧
　
知
佳

最
優
秀
作
品
（
２
名
）

　
久
松
小
　
　
６
年
　
若
松
　
す
み
れ

　
日
本
橋
中
　
２
年
　
鴨
下
　
映
介

優
秀
作
品
（
８
名
）

　
京
橋
築
地
小
１
年
　
上
村
　
花
笑

　
久
松
小
　
　
１
年
　
春
本
　
想
輔

　
豊
海
小
　
　
１
年
　
福
本
　
寧
々
花

　
泰
明
小
　
　
３
年
　
笹
村
　
初
音

　
城
東
小
　
　
４
年
　
茂
木
　
福
京

　
常
盤
小
　
　
５
年
　
田
中
　
舜
也

　
有
馬
小
　
　
５
年
　
大
塚
　
秀
蔵

　
晴
海
中
　
　
２
年
　
飯
田
　
麻
衣

　
ま
た
、
佳
作
と
し
て
、
標
語
部
門
で
小

学
生
22
名
、
中
学
生
11
名
、
ポ
ス
タ
ー

部
門
で
小
学
生
43
名
、
中
学
生
７
名
が

入
選
し
ま
し
た
。

一
．
田
植
え

　
平
成
25
年
５
月
16
日
、
晴
海
ト
リ
ト
ン

ス
ク
エ
ア
　
サ
ウ
ス
ト
リ
ト
ン
パ
ー
ク
お
よ

び
晴
海
第
三
公
園
に
お
い
て
、
晴
海
連
合

町
会
、
株
式
会
社
晴
海
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
協
力
の
も
と
、
月
島
第
三
小
学
校
の

児
童
（
５
年
生
54
名
）
が
田
植
え
を
行
い

ま
し
た
。

　
田
植
え
を
す
る
前
の
事
前
準
備
と
し

て
、
縦
２
ｍ×

横
１
ｍ×

深
さ
30
㎝
の
プ

ラ
ン
タ
ー
に
粘
土
を
入
れ
、
耕
し
な
が
ら

元
肥
と
な
る
肥
料（
堆
肥
）を
ば
ら
ま
き
、

土
壌
に
す
き
込
み
ま
し
た
。
ま
た
、
水
は

水
位
を
自
動
で
調
整
で
き
る
調
水
器
を

各
プ
ラ
ン
タ
ー
に
取
り
付
け
ま
し
た
。

　
今
回
植
え
付
け
た
苗
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ

と
初
星
（
は
つ
ぼ
し
）
を
両
親
と
し
て
、

平
成
３
年
に
誕
生
し
た
「
ひ
と
め
ぼ
れ
」

で
す
。
味
と
か
お
り
が
良
く
、
ね
ば
り
が

強
い
お
米
で
す
。

　
苗
を
３
〜
５
本
く
ら
い
に
ま
と
め
、
指

で
や
さ
し
く
持
ち
、
と
な
り
の
苗
と
15
㎝

ぐ
ら
い
の
間
隔
を
あ
け
、
約
５
㎝
の
深
さ

に
植
え
ま
す
。
そ
の
後
、
稲
を
植
え
付
け

た
プ
ラ
ン
タ
ー
の
中
へ
ボ
ウ
フ
ラ
（
蚊
）

の
発
生
を
抑
制
す
る
た
め
、
児
童
に
メ
ダ

カ
を
放
流
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
普
段
あ
ま
り
体
験
で
き
な
い
田
植
え
を
体

験
し
た
児
童
達
も
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

二
．
生
育

　
田
植
え
の
あ
と
、
苗
か
ら
新
し
い
根
が

出
る
ま
で
は
５
日
か
ら
１
週
間
く
ら
い
か

か
り
ま
す
。
植
え
付
け
直
後
は
、
新
し
い

根
が
出
る
の
を
助
け
る
た
め
、
し
ば
ら
く

の
間
は
、
田
ん
ぼ
の
水
を
や
や
深
め
（
５

㎝
程
度
）
に
し
て
、
寒
さ
や
風
か
ら
苗
を

守
り
ま
す
。
そ
の
後
、
高
温
が
続
く
時
期

な
ど
は
水
位
を
１
㎝
〜
２
㎝
ほ
ど
に
す
る

な
ど
こ
ま
め
に
水
位
の
調
整
を
行
い
ま
し

た
。

　
６
月
下
旬
　
稲
の
葉
先
が
少
し
枯
れ
る

症
状
が
観
察
さ
れ
ま
し
た
。
対
策
と
し
て

水
位
を
一
時
的
に
低
く
し
、
土
の
中
に
酸

素
を
供
給
し
た
上
で
、
根
の
活
力
を
回
復

さ
せ
ま
し
た
。

　
７
月
中
旬
　
水
位
を
調
整
し
た
結
果
、

稲
の
株
か
ら
白
く
細
い
根
が
地
表
に
現
れ

る
よ
う
に
な
り
、
葉
先
も
健
全
な
状
態
に

回
復
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
更
な
る

成
長
を
促
す
た
め
、

有
機
系
の
肥
料
（
油

粕
）
を
追
肥
し
ま

し
た
。

　
７
月
下
旬
　
稲

は
順
調
に
生
育
し
、

苗
は
10
〜
15
本
程

に
枝
分
か
れ
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
８
月
上
旬
　
２
回
目
の
追
肥
を
行
い
ま

し
た
。
多
数
の
穂
が
出
て
き
ま
し
た
。

　
８
月
中
旬
　
ス
ズ
メ
か
ら
稲
を
守
る
た

め
、
プ
ラ
ン
タ
ー
全
面
を
覆
う
よ
う
に

ネ
ッ
ト
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
９
月
初
旬
　
稲
の
生
育
は
順
調
で
、

稲
穂
全
体
の
７
、
８
割
が
垂
れ
下
が
り
ま

し
た
。

　
９
月
中
旬
　
台
風
１８
号
が
日
本
列
島

を
縦
断
し
、
晴
海
地
区
も
強
風
や
大
雨

に
な
り
ま
し
た
が
稲
は
無
事
で
し
た
。

三
．
稲
刈
り

　
９
月
25
日
、
田
植
え
を
し
た
月
島
第

三
小
学
校
の
児
童
が
稲
刈
り
を
行
い
ま
し

た
。
１
束
毎
に
玉
縄
で
縛
り
、
用
意
し
た

は
せ
掛
け
の
竿
に
稲
を
吊
る
し
、
約
１
〜

２
週
間
天
日
干
し
に
し
ま
す
。
乾
燥
す
る

ま
で
し
っ
か
り
干
し
ま
す
が
、
目
安
と
し

て
は
ワ
ラ
が
薄
茶
色
に
な
る
ま
で
乾
か
し

ま
す
。

四
．
脱
穀
・
精
米

　
干
し
終
え
た
稲
を
収
集
し
、
脱
穀
↓

籾
摺
り
（
も
み
す
り
）↓
玄
米
↓
精
米
の

工
程
を
経
て
、
お
米
に
仕
上
げ
、
小
学
校

に
届
け
ま
し
た
。

　
今
回
は
プ
ラ
ン
タ
ー
で
の
お
米
作
り
で

し
た
が
、
将

来
は
実
際
に

あ
る
土
を
掘

り
返
し
て
、

水
田
を
作

り
、
お
米
が

作
れ
た
ら
と

構
想
は
膨
ら

み
ま
す
。

●
問
合
せ
先

水
と
み
ど
り
の
課
　
緑
化
推
進
係

☎（
3
5
4
6
）5
4
3
4

中
央
エ
コ
ア
ク
ト
（
家
庭
用
）

参
加
者
に
「
省
エ
ネ
ナ
ビ
」

貸
し
出
し
中
！

中
央
エ
コ
ア
ク
ト
（
家
庭
用
）

参
加
者
に
「
省
エ
ネ
ナ
ビ
」

貸
し
出
し
中
！

　
区
で
は
、
中
央
エ
コ
ア
ク
ト
家
庭

用
に
参
加
す
る
区
民
の
方
を
対
象
に

省
エ
ネ
ナ
ビ
を
２
か
月
間
、
無
料
で

貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　
省
エ
ネ
ナ
ビ
と
は
、
家
庭
の
分
電

盤
に
測
定
器
を
取
り
付
け
る
だ
け

で
、
現
在
の
電
気
使
用
量
や
CO2
排
出

量
を
常
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

機
器
で
す
。

中
央
エ
コ
ア
ク
ト
家
庭
用
と
は

　
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
、

CO2
削
減
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
選

択
し
、
実
践
し
て
い
く
シ
ス
テ
ム
で

す
。
２
か
月
間
取
り
組
み
を
続
け
、

環
境
検
定
に
合
格
す
る
と
、
区
か
ら

認
証
を
受
け
、
特
典
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
気
軽
に
取
り
組
め
て

　
常
に
節
電
を
意
識
で
き
る

　
隅
田
川
に
面
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
に
お

住
ま
い
の
吉
田
理
都
子
さ
ん
は
、
夏

休
み
の
子
ど
も
向
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
参
加
し
よ
う
と
環
境
情
報
セ
ン

タ
ー
を
訪
れ
た
際
、
省
エ
ネ
ナ
ビ
の

活
用
に
関
心
を
抱
い
た
と
言
い
ま
す
。

　「
う
ち
は
日
当
り
が
良
く
、
川
面
の

照
り
返
し
も
強
い
の
か
部
屋
が
暑
く

な
り
す
ぎ
て
、
夏
は
エ
ア
コ
ン
が
効
か

な
い
く
ら
い
。

電
気
料
金
も

気
に
な
っ
て

い
た
と
こ
ろ
、

中
央
エ
コ
ア

ク
ト
を
知

り
、
日
常
生

活
の
中
で
、

節
電
や
省
エ

ネ
に
取
り
組

む
良
い
き
っ
か
け
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
と
思
っ
て
省
エ
ネ
ナ
ビ
を
借
り
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。」

　
玄
関
に
設
置
す
る
こ
と
で
、
電
気

使
用
量
の
表
示
が
毎
日
自
然
と
目
に

入
り
、
日
々
の
変
化
は
グ
ラ
フ
で
一
目

瞭
然
。
こ
の
気
楽
さ
が
、
節
電
意
識

の
維
持
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　「
お
か
げ
で
こ
の
夏
は
、
キ
ッ
チ
ン

が
高
温
に
な
ら
な
い
よ
う
、
電
子
レ
ン

ジ
や
炊
飯
器
を
活
用
し
て
ガ
ス
の
使

用
を
控
え
た
り
、
日
中
に
洗
濯
物
の

水
蒸
気
が
室
内
に
流
れ
込
み
、
湿
度

が
あ
が
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
夕

方
に
洗
濯
物
を
干
し
た
り
し
て
、
エ

ア
コ
ン
の
使
用
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
気
温
も
下
が
っ
て
き
て
か
ら

は
、
電
源
プ
ラ
グ
も
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら

抜
い
て
い
ま
す
。

　
頑
張
っ
て
節
電
し
た
結
果
が
す
ぐ

に
わ
か
る
か
ら
や
る
気
も
で
ま
す
。

省
エ
ネ
ナ
ビ
の
設
置
期
間
と
、
昨
年

の
同
じ
期
間
と
の
電
気
使
用
量
の
比

較
も
楽
し
み
で
す
。」
と
語
り
ま
す
。

　「
水
や
電
気
を
大
事
に
使
お
う
と
い

う
気
持
ち
が
５
歳
の
息
子
に
も
芽
生

え
た
よ
う
で
、
夫
が
テ
レ
ビ
を
消
し

忘
れ
た
り
、
水
を
出
し
っ
放
し
の
時

に
は
ち
ゃ
ん
と
注
意
し
て
い
る
ん
で
す

よ
。」

　
日
々
の
小
さ
な
心
が
け
が

　
省
エ
ネ
生
活
へ
の
第
一
歩

　
他
に
も
、
省
エ
ネ
に
つ
な
が
る
工
夫
を

試
み
て
い
る
吉
田
さ
ん
。

　「
中
央
エ
コ
ア
ク
ト
の
デ
ィ
リ
ー
チ
ェ
ッ

ク
表
に
　“産
地
の
近
い
も
の
を
買
う
”　と

い
う
項
目
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
加
え

て
　“旬
の
物
を
食
べ
よ
う
”　と
心
が
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ハ
ウ
ス
栽
培
や
流

通
に
か
か
る
コ
ス
ト
を
考
え
た
ら
、
た
と

え
ば
冬
に
無
理
し
て
夏
野
菜
を
摂
ら
な
く

て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
身
近
な
旬
の

食
材
を
お
い
し
く
食
べ
る
ほ
う
が
体
に
も

い
い
は
ず
だ
と
思
え
て
き
た
の
で
す
。」

　
大
掛
か
り
な
こ
と
は
で
き
な
く
て
も
、

日
常
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
が
エ
コ
に
つ

な
が
り
、
そ
れ
が
社
会
全
体
の
当
た
り
前

と
な
る
の
が
望
ま
し
い
と
、
省
エ
ネ
意
識

が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

公
園
・
花
壇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

公
園
・
花
壇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

緑
の
ア
ダ
プ
ト
制
度

　
緑
の
ア
ダ
プ
ト
制
度
と
は

　
中
央
区
在
住
・
在
勤
者
を
対
象
と
し

て
、
公
園
内
の
一
部
や
花
咲
く
街
角
の
花

壇
な
ど
の
管
理
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た

だ
く
制
度
で
す
。

　
今
回
は
、
浜
町
公
園
の
ビ
オ
ト
ー
プ
の

管
理
を
し
て
い
る「
中
央
区
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
ク
ラ
ブ
」
の
方
々
を
訪
問
し
ま
し

た
。

■
自
然
を
再
現
し
て
、

　身
近
な
と
こ
ろ
に
野
鳥
を
呼
ぼ
う
。

　
中
央
区
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ク
ラ
ブ

の
ビ
オ
ト
ー
プ
の
活
動
は
４
年
前
、
中
央

区
で
整
備
し
た
ビ
オ
ト
ー
プ
に
、
昆
虫
や

野
鳥
が
く
る
こ
と
を
目
標
に
始
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
石
川
さ

ん
を
中
心
に
、
当
初
は
男
性
４
名
、
女

性
１
名
の
５
名
で
始
め
、
１
年
も
た
た
な

い
う
ち
に
人
数
も
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

　「
最
初
は
毎
週
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現

在
は
第
１
・
３
土
曜
日
午
後
２
時
頃
か

ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
初
め
は
道
具
も
自

前
で
用
意
し
ま
し
た
。
基
本
的
な
こ
と
か

ら
見
直
し
て
、
池
を
掘
り
返
し
て
き
れ
い

に
し
た
り
、
周
り
の
雑
草
取
り
や
、
昆
虫

や
蝶
の
た
め
食
草
や
樹
木
を
植
え
た
り
し

て
い
ま
す
。
自
然
の
生
き
物
が
棲
み
や
す

い
風
通
し
の
良
い
場
所
を
作
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た

め
、
夏
場

は
毎
日
の

よ
う
に
水

や
り
を
行

わ
な
い
と

草
木
が
枯

れ
て
し
ま

い
ま
す
の

で
大
変
で

す
。
休
み

の
日
な
ど
は
家
族
連
れ
や
子
ど
も
た
ち
が

友
達
と
一
緒
に
ビ
オ
ト
ー
プ
を
訪
れ
、
興

味
深
げ
に
蝶
や
虫
を
見
て
い
ま
す
。」
と

う
れ
し
そ
う
に
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

■
続
け
て
い
く
こ
と
で
、
次
の
世
代
に
、

　命
の
大
切
さ
、
自
然
の
素
晴
ら
し
さ

　を
伝
え
た
い
。

　「
活
動
を
す
る
こ
と
で
、
昆
虫
・
野
鳥
・

草
花
の
共
生
の
た
め
に
色
々
と
学
び
ま
し

た
。
人
に
と
っ
て
は
雑
草
に
見
え
る
も
の

で
も
、
昆
虫
に
と
っ
て
は
食
草
で
あ
っ
た

り
、
樹
木
に
寄
っ
て
来
る
蝶
や
昆
虫
な
ど

が
違
っ
た
り
し
ま
す
。
次
世
代
の
た
め
に

伝
え
た
い
こ
と
や
行
い
た
い
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。」

　「
こ
う
し
た
土
や
自
然
に
触
れ
合
え
る

機
会
を
頂
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。
自
分
た

ち
で
育
て
て
い
る
成
果
が
感
じ
ら
れ
る
の

が
喜
び
で
す
。」
と
、
メ
ン
バ
ー
の
久
保
田

さ
ん
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
近
く
に
い
ら
し
た
方
や
興
味
の
あ
る
方

は
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
け
れ
ば
、
と

思
い
ま
す
。

●
問
合
せ
先

水
と
み
ど
り
の
課
　
緑
化
推
進
係

☎（
3
5
4
6
）5
4
3
4

浜
町
公
園
／

　中
央
区
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ク
ラ
ブ

●
問
合
せ
先
　
環
境
推
進
課

　
温
暖
化
対
策
推
進
係

　
☎（
３
５
4
6
）5
4
0
6

中央区の森中央区の森 ニュース！ニュース！

●
問
合
せ
先

　
環
境
推
進
課
　
環
境
活
動
係

　
☎（
３
５
4
6
）5
6
5
4

は
温
泉
施
設
や
龍
神
の
滝
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ハ
イ
キ
ン
グ
に
出
か
け
大
羽

根
山
山
頂(

9
9
2
m)

か
ら
の
景
色

を
望
み
、
温
泉
で
汗
を
流
す
な
ど
の

楽
し
み
方
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
散

策
ル
ー
ト
な
ど
の
情
報
が
盛
り
だ
く

さ
ん
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
区
役
所
７

階
窓
口
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。
春
が
来
た
ら
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を

手
に
「
中
央
区
の
森
」
へ
出
か
け
て

み
ま
せ
ん
か
？

　
中
央
区
で
は
「
中
央
区
の
森
親
子

自
然
体
験
ツ
ア
ー
」
の
ほ
か
に
年
に

２
回
、
区
民
や
在
学
者
・
在
勤
者
向

け
に
「
中
央
区
の
森
体
験
ツ
ア
ー
」

を
開
催
し
て
お
り
、
間
伐
等
の
森
林

保
全
活
動
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
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●
問
合
せ
先

環
境
推
進
課
　
環
境
活
動
係

☎（
3
5
4
6
）5
4
0
3

▲省エネナビ

▲中央区の森親子自然体験ツアーの様子

▲石川さん

▲大羽根山山頂 ▲炭焼き小屋

▲ガイドマップ配布中！ ▲中央区の森 (数馬地区 )ハイキングマップ・交通案内

▲コンセントから抜いたエアコンの電源プラグ

▲ディリーチェック表

〈小学生の部　最優秀賞〉 
久松小学校 6 年　若松　すみれさんの作品

〈中学生の部　最優秀賞〉 
日本橋中学校 2 年　鴨下　映介さんの作品

　
森
林
は
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な

る
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
す
る
大
切
な
役

割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
森
林
を
荒

廃
か
ら
守
り
育
て
る
た
め
に
、
中
央
区

で
は
、
平
成
18
年
度
よ
り
、
東
京
都
西

多
摩
郡
檜
原
村
に
あ
る
森
林
を
、
地
球

温
暖
化
防
止
対
策
と
し
て
活
用
し
た
「
中

央
区
の
森
」
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　「
中
央
区
の
森
」
事
業
は
、
檜
原
村

数
馬
地
区
の
　
ha
と
い
う
規
模
か
ら
始

ま
り
、
現
在
で
は
檜
原
村
南
郷
地
区
を

合
わ
せ
た
２
地
区
、
42.
３
ha
に
広
が
り

ま
し
た
。
南
郷
地
区
で
は
、
手
入
れ
の

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
人
工
林
を
自
然
豊

か
な
広
葉
樹
林
へ
復
元
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
、
平
成
２４
年
度
か
ら
森
林
保
全

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　中
央
区
の
森
親
子
自
然
体
験

　ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
！

　
平
成
25
年
7
月
27
日
（
土
）、
区

内
の
小
学
生
と
保
護
者
を
対
象
に

「
中
央
区
の
森
親
子
自
然
体
験
ツ

ア
ー
」
を
開
催
し
、
親
子
計
32
名
が

檜
原
村
で
自
然
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

午
前
中
に
檜
原
村
教
育
の
森
で
川
遊

び
を
行
い
、
午
後
は
中
央
区
の
森(

数

馬
地
区)

に
お
い
て
間
伐
作
業
の
見

学
や
間
伐
材
の
丸
太
切
り
体
験
を
行

い
ま
し
た
。
参
加
者
の
方
々
か
ら
は
、

「
川
の
水
が
冷
た
い
！
」「
生
き
物
が

い
っ
ぱ
い
い
た
。」「
子
ど
も
と
一
緒
に

自
然
体
験
が
で
き
、
良
い
思
い
出
と

な
っ
た
。」
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　中
央
区
の
森
に
行
っ
て
み
よ
う
！

　
中
央
区
の
森(

数
馬
地
区)

は
登

山
道
に
接
し
て
お
り
、
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
豊
か

な
自
然
な
ら
で
は
の
動
植
物
や
ぬ
た

場(

動
物
の
水
場)

、
炭
焼
き
小
屋

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
周
辺
に

〈小学生の部　最優秀賞〉 
久松小学校1年　森田　絢子さんの作品

〈中学生の部　最優秀賞〉 
銀座中学校 3 年　松村　由聖さんの作品

ぱ
っ
と
け
す

　

　
　わ
た
し
が
わ
が
や
の

　

　
　
　
　で
ん
き
ば
ん

さ
あ
や
ろ
う

　

　江
戸
か
ら
受
け
継
ぎ

　

　
　再
利
用

3.5

西東京バスJR中央線快速 JR五日市線
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歩きたばこ・ポイ捨て禁止です。 「中央区歩きたばこ及びポイ捨てをなくす条例」
4

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

環境の分野でご活躍されて
いる方々に感謝状を贈呈
環境の分野でご活躍されて
いる方々に感謝状を贈呈

プラスチック製容器包装
このマークが目印です⇒ 
プラスチック製容器包装
このマークが目印です⇒ 
プラスチック製容器包装とは、商品を入れたり、包んだりするために使わ
れているプラスチック製の「容器」や「包装」などのことをいいます。

こんなものは出せません！
・プラマークが無いもの、プラマークがあっても汚れているものは出せません。
  →燃やすごみの日に出してください。
・プラスチックで出来ているものでも金属類などが一体化して取れないものは
  →燃やさないごみの日に出してください。
  限りある資源を有効に活用するため、分別にご協力をお願いします。

●問合せ先　中央清掃事務所清掃事業係　☎（３５６２）１５２３

ごみ・資源の
ふれあい収集のお知らせ
ごみ・資源の
ふれあい収集のお知らせ
　ごみや資源を自分で出せない高齢者などに対して、職員が玄関先ま
で訪問して収集する「ふれあい収集」を実施しています。
　その際、ご要望に応じて声かけなどの安否確認も行います。

利用できる方
・ごみや資源を自分で集積所に運び出すことが困難で、身近な人の協力を得る
ことができない障害のある方や６５歳以上の高齢者のみの世帯。
　利用にあたっては事前の申込みが必要です。詳しくは中央清掃事務所までお
問合せください。
●問合せ先　中央清掃事務所作業係　☎（３５６２）１５２１

「緑化のパンフレットを
  作成しました」

「緑化のパンフレットを
  作成しました」
　区では、花と緑に囲まれた健康で快適な生活環
境の確保、また区内の緑の総量を増やすため、民間
施設の緑化を推進しています。また、民間施設の緑
化に必要な経費の一部を助成する制度を設けてい
ます。
（助成対象）
・新たに緑化する地上部や屋上・壁面の緑化事業
（上限２００万円まで）
・幹回り１２０㎝以上の樹木の保護育成（１本１万円、
上限１０万円まで）
※区で定めた基準を満たしていることが条件です。
詳しくはお問合せください。

　このたび、緑化普及啓発用のパンフレット「緑化助成の手引き～みんなで緑を
増やそう～」を作成しました。区内民間施設の緑化の好事例や助成制度などを紹
介しています。
　区役所７階の窓口、各出張所等で配布していますので、ぜひご覧ください。

●問合せ先　水とみどりの課　緑化推進係　☎（３５４６）５６２９

月島第二児童公園
　　　　　　　　 を
開催しました

月島第二児童公園
　　　　　　　　 を
開催しました
　家庭で不用になった衣類や雑貨などの再使用（リユース）を促進するため、９
月28日（土）に月島第二児童公園でフリーマーケットを開催しました。今年も、天
候に恵まれた中、午前10時から午後3時まで、終日家族連れなど多くの人でにぎ
わいました。
　会場には66の店舗が並び、衣類、アクセサリー、雑貨、ぬいぐるみ、おもちゃな
どさまざまな品物が販売され、また、粗大ごみの中からまだ使えるものを修理し、
抽選のうえ無料で提供する「ごみの中からこんなもの展」も大人気で、抽選時に
は、結果を心待ちにする人たちでにぎわい、歓喜と落胆の声が飛び交いました。
　フリーマーケットを通じて、ご出店いただいた方にもご来場いただいた方にも、
楽しみながら「リユース」していただけたと思います。今年度はもう開催予定はあ

りませんが、今後、開催する際には区のお
しらせなどでお知らせしていきます。
　今後とも、３R（リデュース、リユース、リサ
イクル）推進に、ご協力お願いします。

●問合せ先
　環境推進課　環境活動係
　☎（３５４６）9592

第10回目を迎えました！第10回目を迎えました！

「子どもとためす環境まつり」「子どもとためす環境まつり」
　11月2日(土)、月島第三小学校にて「子どもとた
めす環境まつり」が開催されました。中央区環境
保全ネットワーク主催のこのイベントは、地域の
皆さまをはじめ、企業や団体、学生たちの協力を
得て、未来を担う子どもたちに「環境への気づき」

を促す体験学習の場を提供するものです。10回目を迎えた今年は、41もの企
業・団体が参加。メイン会場となった体育館の入り口には、中央区環境保全ネッ
トワークによる「子どもとためす環境まつり」
10年の歩みの展示パネルと「蜜蝋キャンドル
つくり」のブースがあり、多くの方が足を止め
ておられました。他にも中央区のブースを始
め、19団体それぞれの特性を生かしたブース
が体育館内に立ち並び、子どもから大人まで
楽しむ様子がうかがえました。
　また、屋内だけでなく屋外出展にも活気があふれ、「白バイ展示」や「究極のエ

コカー“人力車”に乗ってみよう」のコーナー
では、普段触れることのない乗り物を体験で
き、訪れた方々には笑顔が絶えませんでした。
　第５回目より始まった、子どもたちがブース
のお手伝いをする「サーモンプロジェクト」の
活動も、今やすっかりおなじみになっていま
す。大人と子どもが同じスタッフとして活動を
共にすることで、大切なコミュニケーションが
しっかりと育まれたに違いありません。
　参加者はスタンプラリーマップを手に会場
いっぱいに設けられたブースをひとつひとつ
まわり、スタッフの説明に耳を傾け、自ら体験
することで、環境に対する意識を高められた
ことでしょう。

●問合せ先　環境推進課　環境活動係　☎（３５４６）9592

　日頃から地域での資源回収や清掃活動にご尽力いただいている方および団体、
ならびに事業系一般廃棄物の再利用等に積極的に取り組んでいる区内の事業所に
対して、12月10日（火）に感謝状を贈呈しました。
　贈呈式の後には「～江戸前の海を取り戻せ！～ みんなで良くする東京湾」と題し
て、NPO法人 海辺つくり研究会 理事 木村尚氏による環境講演会を開催し、多くの
方にご参加いただきました。
　受賞された方および団体は以下のとおりです。（敬称略）

 

●問合せ先　①④中央清掃事務所清掃事業係　　　☎（３５６２）１５２３
　　　　　　②③環境推進課環境活動係　　　　　☎（３５４６）５４０３
　　　　　　環境講演会　環境推進課環境活動係　☎（３５４６）5654

②地域クリーン活動ボランティア（４人）
　●武田　章
　●桑原　孝
　●田中　おきの
　●田中　暁良
④事業用大規模建築物所有者等（２事業者）
　●株式会社電通テック
　●柳屋ビルディング株式会社

①リサイクル活動団体（３団体）
　 ●新川二丁目越一婦人会
　 ●東日本橋二丁目町会
　 ●晴海幼稚園PTA

 ③地域クリーン活動団体（3団体）
　 ●大伝馬町一之部町会
　 ●堀留町一丁目町会
　 ●ファミリークラブ

フリーマーケット

　環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
で

　楽
し
く
環
境
に
つ
い
て

　学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

　
６
月
号
で
も
す
で
に
お
伝
え
し
ま
し
た

が
、環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
が
今
年
６
月

京
橋
三
丁
目
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、さ
ま
ざ
ま

な
環
境
問
題
に
関
す
る
情
報
を
発
信
す

る
と
と
も
に
、区
民
・
事
業
者
・
区
が
連

携
し
て
環
境
活
動
の
輪
を
広
げ
る
た
め

に
作
ら
れ
た
施
設
で
す
。

　
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
る
展
示
情
報

コ
ー
ナ
ー
に
は
、タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
江
戸

時
代
か
ら
現
代
、そ
し
て
未
来
に
続
く

さ
ま
ざ
ま
な
環
境
活
動
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
ま
た
、集
会
施
設
と
し
て
利
用
で
き

る
研
修
室（
有
料
・
要
予
約
）や
、環
境

活
動
登
録
団
体
の
交
流
の
場
と
し
て
利

用
で
き
る
交
流
室
な
ど
も
ご
用
意
し
て

お
り
ま
す
。11
月
現
在
、既
に
15
団
体
が

団
体
登
録
を
行
い
、活
動
の
場
と
し
て

利
用
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も
環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
で

楽
し
く
環
境
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

　楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
開
催
中
！

　
環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、環
境
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
、里
山
や
水
辺
の
環
境

な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
座
を
は
じ
め
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
温
度
計
づ
く
り
、浜
離
宮

で
の
屋
外
学
習
な
ど
、魅
力
的
な
イ
ベ
ン

ト
を
多
数
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ

く
さ
ん
！
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
も
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

※

イ
ベ
ン
ト
詳
細
は
、環
境
情
報
セ
ン
タ

ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

電
話
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　中
央
区
環
境
保
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　

　代
表
　伊
藤
美
智
子
さ
ん

　東
京
ス
ク
エ
ア
ガ
ー
デ
ン
６
階 

京
橋
環

境
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
に
あ
る
環
境
情
報
セ

ン
タ
ー
は
、今
年
６
月
の
開
設
以
来
、環

境
活
動
の
拠
点
と
し
て
多
く
の
団
体
や

個
人
の
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。本
誌
４
面
で
も
紹
介
し
て
い
る「
子
ど

も
と
た
め
す
環
境
ま
つ
り
」を
主
催
し
た

中
央
区
環
境
保
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
、利

用
団
体
の
ひ
と
つ
。環
境
情
報
セ
ン
タ
ー

の
活
用
方
法
や
環
境
活
動
へ
の
思
い
を
、

代
表
の
伊
藤
美
智
子
さ
ん
に
う
か
が
い
ま

し
た
。

定
例
会
に
最
適
な
立
地
の
良
さ

　「
環
境
保
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、中
央
区

民・
在
勤
者
・
企
業
・
団
体
と
行
政
が
連
携

協
働
し
て
区
の
環
境
保
全
に
役
立
つ
活
動

を
行
お
う
と
い
う
目
的
で
平
成
14
年
に
発

足
し
ま
し
た
。現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
団
体
が

約
32
団
体
、個
人
が
55
名
ほ
ど
。内
20
名

の
運
営
委
員
が
毎
月
１
回
集
ま
り
、年
度

初
め
に
立
て
た
事
業
計
画
に
沿
っ
て
定
例

会
を
行
う
の
で
す
が
、そ
の
際
に
環
境
情

報
セ
ン
タ
ー
の
交
流
室
を
利
用
し
て
い
ま

す
。《
子
供
と
た
め
す
環
境
ま
つ
り
》の
準

備
委
員
会
も
こ
こ
の
研
修
室
で
打
ち
合

わ
せ
を
重
ね
ま
し
た
。お
か
げ
さ
ま
で
イ
ベ

ン
ト
は
事
故
も
な
く
、安
全
に
終
了
し
て
本

当
に
良
か
っ
た
で
す
。

　
環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、京
橋
駅
３
番

出
口
か
ら
直
通
と
い
う
立
地
の
良
さ
と
、

新
し
い
施
設
の
た
め
気
持
ち
よ
く
使
え
ま

す
。も
っ
と
多
く
の
区
民
に
知
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
、子
ど
も
を
中
心
と
し
た
イ
ベ
ン

ト
を
行
う
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。」

と
、新
た
な
拠
点
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

他
団
体
と
の
交
流
の
場
と
し
て

　「
環
境
保
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
モ

ッ
ト
ー
は
“楽
し
く
、た
め
に
な
る
、助
け

合
い
”。楽
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
活
動
を
、

人
の
た
め
、そ
し
て
自
分
の
た
め
に
役
立
つ

活
動
を
行
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
で
き
る
人
が
、で
き
る
時
に
、で
き
る
こ

と
を
す
る
と
い
う
の
が
基
本
で
す
か
ら
、

み
ん
な
で
助
け
合
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
る
の
で
す
。」と
語
る
伊
藤
さ
ん
。こ
う
し

た
活
動
指
針
を
、リ
デ
ュ
ー
ス
、リ
ユ
ー
ス
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
頭
文
字
を
取
っ
た
“3
R
”

に
ち
な
ん
で
、伊
藤
さ
ん
は
“3
T
”（
楽

し
く
、た
め
に
な
る
、助
け
合
い
）と
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
ま
す
。

　「
中
央
区
に
は《
地
元
環
境
の
た
め
に
何

か
を
し
た
い
》と
い
う
熱
い
気
持
ち
の
方
々

が
本
当
に
多
く
、環
境
活
動
を
行
う
団
体

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。し
か
し
残
念
な

が
ら
、お
互
い
の
活
動
内
容
は
よ
く
知
り
ま

せ
ん
。こ
の
環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、そ
う

し
た
団
体
間
の
交
流
拠
点
に
も
な
れ
る
は

ず
。同
じ
志
を
持
つ
仲
間
と
コ
ラ
ボ
し
て

活
動
の
幅
を
広
げ
た
い
。そ
の
た
め
に
も

有
効
活
用
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。」と
抱

負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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環境情報センター　平成 26年 1月～ 3月　イベント一覧

●1～2 月の講座の申込みは、1 月 4 日（土）午前 9 時、3 月の講座は 2 月 1 日（土）午前 9 時から受付開始です。（申込不要のものを除く）　　●申込み先　環境情報センター　TEL 03－6225－2433

日　時　　　　　　　　　　   タイトル　　　　　　　　　　　　　　　  内　容　　　　　　　　　    講　師　　　　　対　象　　　　　定　員

  1 月 26 日（日）

  2 月    2 日（日）

  2 月    9 日（日）

  2 月 15 日（土）

  3 月    2 日（日）

  3 月 23 日（日）

午後 2 時～ 3 時 30 分

午後 2 時～ 3 時 30 分

午後 2 時～ 3 時 30 分

午前 10 時～正午

午後 2 時～ 3 時 30 分

午前 10 時～午後 4 時

日本の空を見てみよう

都会の身近な鳥たちのくらし

漁師の目から見た東京湾

中央区環境団体の環境活動発表会

宇宙への招待  ～宇宙の成り立ちと青い地球～

上達！自然観察とデジカメ撮影

気象予報士が、天気や四季の移り変わり、異常気象などについて
分かりやすく説明します。
都会のスズメやツバメについて野鳥を研究する専門家が楽しく鳥
のくらしについて話します。
昔と比べて環境が良くなりつつある東京湾。東京湾の漁師が、漁やの
り養殖などの実体験を交えながら、東京湾の環境について話します。

環境情報センターに登録している環境団体の活動の発表会です。

宇宙の構成と地球の環境について、映像と音楽を融合させて、宙
先（そらさき）案内人が楽しく解説します。
デジカメで動植物や自然風景をうまく撮影するコツを、自然写真
専門のプロカメラマンが教えるデジカメ撮影上達講座

どなたでも

どなたでも

どなたでも

どなたでも

どなたでも

区内在住・在学・在勤者
※当日デジタルカメラを持参できる方に限ります。

先着 20 名

先着 20 名

先着 20 名

90 名程度
申込不要

先着 20 名

先着 20 名

大島　正幸

柴田　佳秀

金萬　智男

―

高橋  真理子

未定

●
問
合
せ
先

環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
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６
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５
）２
４
３
３

Ｈ
Ｐ
　http://eic-chuo.jp
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